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✞060 イエス・キリスト＆キリスト・イエス 

聖書では、イエス・キリストとキリスト・イエスの両方がある聖句は、下記の２つしかない。両者

の違いはあるのだろうか。 

 

聖書には、「イエス・キリスト」（Jesus Christ）が 142 回、「キリスト・イエス」が 93 回出てくる。 

 

一般には、「イエス・キリスト」は、「油注がれた者、メシアであるイエス」 

     「キリスト・イエス」は、「キリストであるイエス」とされる場合があるが、正確に区別

して使用されているとは疑問で、その違いは厳密には説明できないものと思われる（私見）。 

 

【資料】 

・キリストは、ヘブライ語では「メシア」 「油注がれた（選ばれた）者」の意。メサイアは、

Messiah の英語発音。漢字では、「基督」とも表記される。 

・アラム語の「ヨシュア」のギリシア語形が「イエス」。 

・油を注がれる者として、は「王」、「祭司」、「預言者」がいる。 

・イエス・キリストのギリシア語表記は、 

(イエスス・クリストス）で、「油を注がれた者、王、救世、主たるイエス」の意。 

・ギリシア語の「クリストス」は、新共同訳聖書では、次のように取り扱われている。 

 ギリシア語底本（もととなすべき本）では、 

「固有名詞（人名）」の場合は、頭文字が大
●

文字表記、 

「一般名詞（称号）」の場合は、頭文字が小
●

文字表記にして、区別している。 

以上より、「固有名詞（人名）」の場合の表記は「キリスト」、「一般名詞（称号）」の場合の表記は

「メシア」として翻訳（新共同訳）をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


